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はじめに
ボブ・ベーカー

　ケン・ウエバーが口を開けば、「不思議」に関わる世界のトップ・エンターテイナーはみな
聞き耳を立てます。ケン・ウエバーが何か助言をすると、１年に何十万ドルも稼ぐプロのメ
ンタリストもそれに従います。なぜでしょう？　それは、ケン・ウエバーが、「１つの演技を、
どうすればエンターテインメントに高めていけるのか」という命題の解答を持っているから
です。そして実際、このエンターテインメント性を最大限に引き出すという命題こそ、世界
で最高レベルの成功を収めているマジシャンたち、メンタリストたちが最優先で考えている
事柄なのです。
　これはまた、観客にとって一番大切な事でもあります。もっとハッキリ言うならば観客は

「最大限のエンターテインメント」以外には「関心がない」のです。でも、観客に真のエンター
テインメントを供する方法を、どう学べばよいのでしょうか？　何十万回も観客の前で演技
をし、失敗を繰り返せば、演技の質は向上します。でも、よい先生が現れて、この過程を歩
むスピードを速めてくれるとしたら、それは素晴らしいことだとは思いませんか？　もし、
自分の演技を見て、誤りを指摘し、それを完璧な演技にもっていくにはどうしたらよいのか
を示してくれる、「実力たっぷりのエンターテイナー」が現れてくれたとしたら。それは「演
出家」かも知れませんし、「師匠」であるかも知れません。時には「よき友人」であるのかも
知れません。本書では、ケン・ウエバーが、皆さんにとってそういった色々な役割を果たし
てくれます。

　もちろんケンと言えども、舞台人としての経験をいきなり華々しい舞台で積み始めたわけ
ではありません。私もそうでしたが、多くのニューヨークを本拠地とする舞台人と同様、彼
もまた、ニューヨーク近郊キャッツキル山地にある、観光客が滞在するための些

いささ

かさびれた
バンガロー村…「ボルシュト・ベルト」と呼ばれた場所で、舞台人としての人生を歩み始め
たのです。私が最初にケンの存在に気づいたのは、1970 年代、そのボルシュト・ベルトで、
共にアテガイブチの仕事をせっせと片付けていたときのことでした（「アテガイブチの仕事」
とは…モンティチェロ競馬場で所持金を使い果たして帰ってきたばかりのまだカッカしてい
る観客に対して、深夜１時からエアコンも効かない、いわゆる「お楽しみ劇場」で公演を行
うというもの）。
　当時は私もケンと同じ舞台に立っていたのですが、私の方から「私たちはそこで張り合っ
ていました」と言ってしまえば、これは自分を実際以上に偉く見せてしまうあつかましい物
言いになってしまうでしょう。
　そこでケンは、自分のショーを完璧の域に高めていき、その芸歴に次々に花を添えていく
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ことになるのです。そして、その後、活躍の場をガラッと変えてしまうまでは（この件に関
しては後ほど書くこととします）、ケンは北アメリカにおいて最も活躍しているメンタリスト・
催眠術師の１人に数えられていました。私自身もこれまでに何度もケンの演技を見てきまし
たが、そのたびに本当に楽しい時を過ごすことが出来ました。一筋縄ではいかない、まだま
だ子供のような学生たちが千人くらい集まっているざわついた客席だって、ケンが演技を始
めると手を叩き足を踏み鳴らして喜ぶのです。そして大きな笑いの渦が巻き起こるような場
面を何度も目の当たりにしました。実際、たいていの舞台人なら悪夢のようなショーしか出
来ない劣悪な環境でも素晴らしいショーを演じてしまうケンに、私は驚かされるばかりでし
た。

　サイキック・エンターテイナー協会 (PEA) が毎年開催している大会では、そこで演技をし
たプロのメンタリストを公開の場で批評をする講師役、つまり「パフォーマーの中のパフォー
マー」を探していたことがあります。そこに、以上に説明した実績を買われてケンが選ばれ
たことがありました。
　なんだって？　同僚を批評するだって？　しかも公衆の面前で？　そんなこと引き受ける
なんて、どうかしてるんじゃないのか？　当時、私たちは皆そんな風に感じたものです。し
かしケンはそれを非常に素晴らしい形で成し遂げてしまったのです。
　それがきっかけで、そのような「セミナー」をまた行ってもらいたいという依頼がケンに
たくさん寄せられるようになりました。もっとも、そのように色々な場所で講演を行う中で、
ケン自身も同様に学んでいったのです。色々なパフォーマーを研究することにもなりました。
そのような中で、たとえ最高レベルのエンターテイナーに対してでも、さらに素晴らしくな
るように導くための、ありとあらゆるやり方を編み出していったのです。その後、ケンはそ
ういった色々な事柄を文章にまとめることを思い立ちました。その成果が、今、皆さんのお
手元にある書籍なのです。
　この本には、素晴らしいパフォーマーが最高のパフォーマーに生まれ変わっていくために
必要な、具体的な手段や方法が書かれています。皆さんは、想像し得るありとあらゆるタイ
プの観客を前にして、ケンが 25 年間演じてきた経験を、自分のモノとして取り込むことが
出来るのです。たいていのマジシャンやメンタリストがその生涯を掛けても学ぶことが出来
ないような内容を、本書を読むことによって、理解することが出来るでしょう。

　さてここで、皆さんは次のような疑問をもたれるかもしれません。「そのケンっていう人、
そんなにスゴイというのなら、なぜ今まで１度もその名前を耳にしなかったのかしら？」こ
の疑問には、「ケンは、大学 * や企業で何千回もショーを行ってきましたが、単にそれをご覧

訳注 *　アメリカの大学では学生確保が難しいため、毎週のように「ショー」を開催しているところも多い。大学の
ショー専門で回るエンターテイナーも少なくないが、様々なレベルの学生を相手に演じることは簡単ではない。「大
学のショーを何年も続けられている」ということは、「そのエンターテイナーに実力がある証明である」という受け
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になる機会がなかったから」と言っておきましょう。あるいは、ケンという人はマジック・
コンベンションに出演したり、マジック・クラブを対象としたレクチャーを行ったり、マジッ
ク雑誌に何かすごい記事を書いたりするような人ではないから、という答えになるかも知れ
ません（ハッキリ言ってしまえば、現在のケンは、顧客の何百億円というお金を管理するの
に大忙しなんです…つまり、パフォーマンス１本での生活をやめてから、ケンはそういった
仕事を手がけるようになったのです）。ともかく、「皆さんがケンのことを知らない」からと
言って、「ケンから何も学ぶことが出来ない」ということにはなりません。たとえ皆さんがア
マチュアのパフォーマーや、現にそれを職業とされているプロのパフォーマーであったとし
ても、です。
　ときどき、こんな風に思うことがあります。私自身もケンから色々学んできたわけですが、
その内容を彼と出会う前に心得ていたとしたら、私の人生は、結局医者になってオシマイ、
なんていうことにはならなかったのではないか、って。

　さあ、マジックの本当の秘密を発見する準備はできたでしょうか。皆さんはこれから、最
高のパフォーマーであり、演技の分析を行う専門家であり、そして何でも出来る好人物であ
るケンの話にじっくり耳を傾けることになります。読んで、考えて、そして身につけて下さい。
ケンの教えを実際に活かしてみて、観客の反応が実際に変わっていくさまを、肌で感じて下
さい。
　「観客を失うリスク」以外に、皆さんが備えなければならない「何かを失うリスク」なんて、
ないのですから。

止め方が一般的。
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第４章

エンターテインメントで成功を収めるための
６つの鉄則

　ちょっとちょっと。やあ、君、マジシャンだろ。色々な秘密が好きなんだろ？　秘
密が知りたいんだろ？　僕も秘密なら色々知ってるよ。そう、君が今から読もうとし
ているのは、エンターテインメントで成功するための本当の、永遠の秘密なんだ。
　まあ、それは「何かのネタ」の秘密ではないんだけどね。でもそれは値打ちのある
秘密だし、この世界に昨日入ってきた「駆け出し」の奴らにはわからない、この道で
それなりの立場に立てるようにならなけりゃわからないような秘密なんだ。マスクマ
ジシャンだって種明かし出来ないような秘密、と言ったらいいのかな。だって本物の「パ
フォーマンスに関する秘密」って、つまるところその、「観客の前に立ってきちんとパ
フォーマンスを行う上での秘密」ってことで、単なる「ごまかし」の薄っぺらい方法
論なんかではないんだからね…

　さて、ここにあるのは皆さんのための「ロード・マップ」。エンターテイナーとして成功す
るための、「これに従っていけば絶対に失敗しない」というガイドの役割を果たすものです。
ここで説明する「鉄則」を基準にして、皆さんの演技を再検討してみて下さい。
　この鉄則は、トップ・レベルのパフォーマーたちの演技を何百時間もかけて分析した上で、
特に「なぜこの演技がウケるのか」という疑問を突き詰めていった上で、浮かび上がってき
たものです。また、特定の演技がなぜ一定の水準に達しないのかを突き詰めた上で出てきた
ものでもあります。時には、「ウケる演技」も「一定の水準にまで達しない演技」も、同じパ
フォーマーによるものという場合もありました。
　最初は、エンターテインメントで成功を収めるためのカギを見きわめることは難しく、ま
るでつかみ所のない星雲を漠然と眺めるような状態でした。しかしそれらが互いについたり
離れたりするうちに、次第に６つの光り輝く「新星」が生まれるのがわかりました。そして、
それこそが、以下に解説している内容なのです。マジックの分野におけるエンターテインメ
ントの「成功例」全てが、この６つの「新星」、すなわち「鉄則」に基づいてつくり上げられ
ている、と言ってよいと思います。今後、自分の演技をビデオでご覧になって、自ら自分自
身の演出を行おうという場合は、この６つの鉄則を十分に意識して、演技のレベルを引き上
げていかれればと思います。

　不思議を取り扱うエンターテインメントに関わる者として、私たちは、観客を不思議に思
わせるだけでは不十分なのです。そこには別の「何かが」なければいけないのです。その「何
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か」こそが、エンターテインメントです。だから私は皆さんに、極限までエンターテインメ
ントを追求して頂きたいのです。
　その目的を達成するために、「本物の芸」に関する本当の秘密を以下に掲げておくことにし
ます。

　１．自分のネタをちゃんとマスターすること
　２．自分の人間性を伝えること
　３．自分の演技のどこがエキサイティングなのかをしっかり捉えること
　４．あらゆる瞬間を支配すること
　５．弱点をなくすこと
　６．クライマックスに向けて演技を盛り上げていくこと

１．自分のネタをちゃんとマスターすること

　私がプロのエンターテイナーとして世に出始めた頃、私よりもずっと年上で、相当に腕の
いいマジシャンが見に来てくれたことがありました。私のショーが終わると、いくつかうれ
しくなるようなお世辞を並べて下さった後、今度は自らの経験から会得した「知恵」を授け
てくれました。彼は次のように言ったのです。「いいかい、大切なのは、何を演ずるかではな
いんだよ。どう演ずるか、なんだよ」
　まあ、これは正しいのでしょう。でも、誤りであるとも言えます。
　そのマジシャンが言いたかったのは――多くのマジシャンが似た考えを言ったり、書いた
りしているところですが――あるネタのプレゼンテーションは、そのネタ「そのもの」より
も重要だ、ということでしょう。これは、「そのネタを完璧に演じられる」という仮定の下では、
真実でしょう。すなわち、テクニックが熟達していなければ、その他全ての要素は台無しになっ
てしまう、とも言えるのです。この考え方は、マジックに限らずあらゆる分野のアーティス
トに当てはめることが出来ます。ただし、不思議を扱う者としては、もう１つ余計に乗り越
えていかなければいけない、技術的なハードルがあります。つまり、観客に必ず不思議に思っ
てもらわなければならない、ということです。「何となく怪しい」と感じさせてしまうレベル
では失格なのです。
　これはわざと「失敗」してみせる演技をするマジシャン（最も有名なのは、バランタイン
でしょうか）についてさえも同様なことが言えるわけで、このような演技であっても、タイ
ミングやその他の細い部分について、完璧にマスターしておく必要があります。
　というわけですが、さすがに「練習、練習、練習、という生活に対して、やる気を出して
取り組むにはどうしたらよいか」ということまでこの本に書くことはないでしょう。演技で
出てくるムーブをしっかり練習して、それが何の努力もなしに、自動的に出来るようにしま
しょう。それが出来たら、今度は舞台上での動きや、セリフを稽古する段階に入ります。特
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に台本はしっかり理解しておくこと。観客を前にしたときに、決して悩んではいけないことは、
「次に何を言おう、何をしよう」ということなのですから。皆さんが舞台で口にする言葉は全
て、「適切な場面で発せられる適切な言葉」でなければならないのです。

　ということで、まずはムーブの練習です。それから手順全体の稽古に入ります。最終的には、
演技全体を、初めから最後まで通しで稽古することになります。全体をいくつかに分割した
稽古ばかりしていると、演技全体の流れを把握することが出来ません、ある場面から次の場
面にスムーズに流れない箇所があっても、気づくことが出来ません。頭の中ではごく単純だ
と思われること、例えば「カード・ケースを開ける」だとか、その後に「デックをカード・ケー
スに戻す」だとか、といったところでもやはり練習は必要です。練習さえしておけば、そういっ
たところでまごつく心配はなくなるのですから。それから、これはほぼ全てのマジシャンに
申し上げてよいと思うのですが、総仕上げの稽古では、必ず本番で着る衣装を実際に身につ
けて下さい。舞台に上がって初めて、「今着ているスーツには、必要なところに必要なポケッ
トがついていない」ことに気づいては困るからです。

　次に、自分の演技のビデオをよく研究すること。色々なところで演じる際に、それを様々
な角度から撮影しておいて、後できちんと検討するようにしましょう。たいていの観客は優
しいので、特にクロースアップの演技の場合は、「見てはいけないものが見えてしまいました」
と敢えて口に出して言うことはまずありませんからね。それでも、見えてはいけない場面で

「コインが見えてしまった」とか、カードをパームしている最中に「演者の手がぎこちない形
で固まっている」とか、「タイミングのよくないときに隠し持っていたビ

紙 片

レットが見えてしまっ
た」とか、「仕込んであった鳥が死んで、床にドサッと転がり落ちた」（まあ、これならみん
な気づきますよね）とかすると、観客の頭の中にある「想像上の得点表」からは減点されて
しまうわけですから。

　こういったことを数量化しようと思う人はなかなかいらっしゃいませんが、私の感じでは、
マジシャンが直面する問題のたぶん 80 〜 90% は、「入念かつ適切な準備」が不足している
からだと思われます。そこでここからは、皆さんの演技の技術的な側面については、完璧な
モノにするべく十分な時間を既に費やしておられることを前提として、話を進めていきたい
と思います。皆さんがもしそのような状態にない、ということであれば、この本は全くもっ
て無意味なモノになってしまいます。

ヒトとスーパーマン

　ショー・ビジネスの世界で生きていくことは生やさしいことではありません。舞台上で極々
何気ない動作をしているように見せるだけでも、それは大変な努力を要することなのです。
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舞台上で自然な動作をしているように見せかけるためには、内面で「不自然なこと」をしな
ければいけません。仮に「全てを自然のなりゆきに任せて」しまおうものなら、見知らぬ観
客の前に登場しただけで、「お漏らし」しちゃってズボンを濡らしてしまうこと請け合いです。
だからこそ、顔を上げて胸を張って、「自分の『腕』や、演じるネタに関する『知識』」に自
信を持って舞台に登場出来るように、その部分の練習だけでも何時間もかけなくてはいけな
いのです。
　自分の得意分野を作り、完全に習得して下さい…それはカードでも、コインでも、メンタ
リズムでも、エスケープでも、何でも構いません…ただし、自分が自信を持って演じられる
中で「最強の」ネタを選ぶようにして下さい。

　私がレクチャーをする際には、よく「エンターテイナーはスーパーマンみたいなものだ」
という話をします。実際これはとてもよい例えだと思いますのでね。つまり、マントをひる
がえして活躍するスーパー・ヒーローも、１日の大半は、メトロポリスに暮らす一般の人々
に混じってそこいらを歩いているわけです。その姿はどう見ても温厚な新聞記者にしか見え
ません。つまりごく普通の人なのです。ところがいざという時には、正体を現します。確か
に「中身」はクラーク・ケントに違いありませんが、何かをしなければならない場面では、「ク
ラーク・ケント」とは思えないものすごい能力を発揮してみせるのです。
　エンターテイナーとしてなら、私たちにも「ものすごい能力」が、すなわち他の人々には
ない技術や才能があるわけです。もしも私たちにそのような能力がなければ、人々が私たち
を見にくる理由も「ない」ことになりますからね。
　ですから、自分自身のことをスーパーマンだと考えてみることは、なかなかタメになるこ
とだと思います。人によってはずいぶん地味なスーパーマンになってしまうでしょうし、「ど
派手な」スーパーマンもいるでしょう。「どこぞの大都会」からやってきた滑舌抜群のスーパー
マンもいれば、「田舎丸出し」のおっとりした話し方をする人もいるでしょう。でも、皆さん
全員に言えるのは、「そういう自分の姿に自信を持つ」ことです。自分自身を信じ、自分の能
力を信頼することです。
　すなわち、自分は、客席の皆さんの仲間なのです、と思わせる一方で、特別な才能や技術
が自分の内面からあふれてくる部分を、ちゃんと見せていくということです。
　だからこそ、やる気があろうとなかろうと徹底的に稽古しなければいけません。ともかく
観客というものは、舞台上で自分たちの分身を、少なくとも「変身前の自分たちの分身の姿」
を見たいなんて思わないのです。観客はスーパーマンを見たいのです。スーパーマンの持つ
可能性を信じたいのです。従って、皆さんが徹底的に準備をすればするだけ、「自分は無敵だ」
という雰囲気を容易に醸し出せるようになるのです。

　もう１つ指摘しておきたいことは、自分の体の中にある「自動操縦装置」とでもいうもの
を働かせてスーパーマンになっている間は、最大限にリラックスしていられるようでなけれ
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ばいけない、ということです。そのような精神状態になれて初めて、演技を誰も極めたこと
がないような段階に、一歩ずつ近づけていけるのです。そしてそうすることによってのみ、
無意識のうちに自信に満ちあふれた態度で観客とやり取りをすることが出来るのです。
　自分のネタはしっかり稽古して下さい。「無敵の」自分を作るのです。
　「ネタ選び」の章では、「自分が選んだ色々なネタの中から、自分に一番ピッタリのものを
絞り込むにはどうしたらよいか」を、考えていきます。ともかく、ひとたびネタを選択したら、
後はそれをキッチリと稽古していくことに尽きるのです。
　数は少なくてもよいので、あり得ないくらい素晴らしく演じられる何かを作るよう奮闘努
力していくこと。でも、たいていのマジシャンは、あり得ないくらいの数の事柄を、まずく
演じてしまっているのです。また、「純粋な芸術」という観点から見た演技レベルを上げるた
めにも、技術面を完璧にしなければなりません。というのは、技術面が完璧になって初めて、
演者の独自性を自由に表現出来るようになるからです。そしてこの「技術面の習得具合」は、

「『個々のムーブの練習』や、『通し稽古』に費やした時間と努力」に密接な関連があります。

　この本は手品の技術を学ぶための本ではありません。手品の技術を学ぶのであれば、マジッ
クの本、ビデオ、レクチャー、先生、師匠、といった選択肢から、「これは」と思うものにあたっ
て頂ければよいでしょう。そういう形で、ミスディレクションのやり方も学べると思います
し、「シークレット・ムーブを行う際のタイミングのずらし方」も学べると思います。ジャズ
の演奏のように即興的に次々と演じていくことも、ありとあらゆる場所でメンタリズムを演
じていくことも、出来るようになるでしょう。でも、私が最初に申し上げた通り、この本は「そ
ういったこととは別の色々な事柄」を学ぶための本なのです。
　以上のことを踏まえた上で、広い意味での「技術」というもの――「演技の技術」も「マジッ
クそのものを演じる技術」も――を、神経を使って、また熱意を持って、磨き上げていかな
ければいけないということです。

人のゆく裏に道あり花の山

　「自分のネタをちゃんとマスターする」ことの補足として、ボブ・キャシディの「メンタリ
スト限定の」サイトに書かれている考察を、検討してみたいと思います。以下の引用部はキャ
シディが、その場で暗算するタイプのスタック・デックを使う際のメリットと、全てのカー
ドの位置を全てその場で記憶する記憶術を使う際のメリットについて検討を加えている部分
です。

　「でも計算なら簡単じゃないですか」とおっしゃりたいのでしょう。確かにその方が
「簡単」だとは思います。ただ問題もあって、観客とコミュニケーションを取りながら
計算しようとすると、それがいきなり、ものすごく難しいものになってしまうのです。
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もちろん、何か強烈な現象を起こした後であれば、観客が驚いている間、演者はただ
その場に立ち尽くし、しばらくあらぬ方を見つめて黙っている、ということでもよい
でしょう。でもそうすると、演技に本来のネタ以外の予想外な現象を付け加えるという、
いわゆる「屋上、屋

おく

を架
か

す」ようなことになってしまいます。                                                                                                                  
　その一方で「つらい道というものは、本当は楽な道なのだ」と考える手もあります。
その場で暗算するタイプのスタック・デックは、ある意味「自分に備わる能力」は一
つだけです。しかし、デックを丸々覚えてしまう、もしくは覚え方を学ぶということは、
その他の色々なものを記憶する方法も一緒に学べるということに他ならないのです。

　さて、「計算」対「記憶術」の議論（どちらにもちゃんとした利点はあるわけですが）はちょっ
との間、無視することにしましょう。その上で、皆さんの目にポンと飛び込んで来た言葉は
ありますか？　私はある文章にハッとしました。

その一方で「つらい道というものは、本当は楽な道なのだ」と考える手もあります。

　この卓越した洞察は、人生にもエンターテインメントにも通ずるものです。実際、「初めか
ら安易な道」は短期的な利益はもたらしてくれるかもしれませんが、長期的な成功までもた
らしてくれることはめったにありません。
　私の知っている、パフォーマーとして成功した方々も、やはり意識的にかつ真っ直ぐな気
持ちで「つらい道」を選択されていらっしゃるように思います。この「つらい道」こそ、自
分たちが仲間とは別の立場に立つカギを握る要素だということを知っているからでしょう。
こういった人たちは、「研究したり、よりよい演技を目指して努力したりするのに、孤独な時
間を費やし、その結果何年も練習し続ける、稽古し続けることになる」ことに対して、何の
恐怖心も抱いていません。むしろそこに生き甲斐を感じていたりします。こういった人たちは、

「初めから安易な道」を求めていくのは、大多数の人々が選択するやり方だ、ということを理
解しているわけです。実際、大多数の人々の中に埋もれて平凡という海に身を投じてしまえば、
あるいはさらに悪いことに、平凡を積極的に受け入れてしまうようなことになれば、もう例
外的な存在にはなり得ないのです。
　つらい道は、いつか「楽な道」になります。何かに集中する気持ちが発する熱によって、
雑念が霧散してしまうからです。
　一方で、「初めから安易な道」は、このマジック、あのマジックと、少しずつかじるだけで
しっかりマスターできず、結局時間を無駄にしてしまうことで、結果的に「つらい道」になっ
てしまうのです。このようなやり方をしていれば何か新しいことに取り組んでも、適切な姿
勢で取り組めず、また将来的にそれが満足な実を結ぶ期待も持てない状況に常に陥ってしま
うからです。
　皆さんはどちらの道を選びますか？　


